
北名古屋市市民協働推進事業補助金採択事業自己評価シート 

 

事業名 「ホタル祭り」にお琴で唄おう         団体名 もえの丘で「ホタルを育てる会」   

項 目 着目点 自己評価 自己評価コメント 

公益性 

公共性 

・事業の紹介を積極的に行い、

市民に開かれた事業でしたか 
◎ 

ふるさと広場や市内公共施設にチラシを掲示するとともにケ

ーブルテレビ（スターキャット）にも出演し、事業の紹介を

行ったことにより、多くの市民に参加してもらうことができ

た 

・事業を実施することにより、

不特定多数の市民の利益増進

につながりましたか 

◎ 

小さなお子さんから年配の方まで、多くの人にホタルを見て

いただくことにより、家庭での共通の話題や思い出を提供す

ることができた。 

・事業を通じて市民の理解や

参加、協力が得られましたか 
○ 

多くの市民に参加していただき、もえの丘でホタルを育てて

いることを知ってもらうことができた。今後はホタルの生態

についても展示する予定。 

実現性 

計画性 

・当初の事業計画、予算計画

は適切でしたか 
◎ 

当初の計画どおり、適切に事業を実施することができた。 

・事業を確実に実施するため

に適切な体制でしたか 
○ 

概ね適切だったが、スタッフが誰か分かりづらかった点は、

次回からスタッフがベストを着用し分かりやすくする改善を

実施予定。 

 

先駆性 

協働性 

・新たな成果や仕組みを生み

出すなどの波及効果がありま

したか 

○ 

「参加者にホタルを楽しんでもらう」という点は達成できた

ため、今後はホタルの生態や環境保全に関する活動（パンフ

レットの作成やイベントでの展示）を準備中である。 

・他団体とうまく協働し、事

業を進めることができました

か 

◎ 

他団体との協働による琴の演奏や駐車場・交通整理を実施し

た。 

 

・行政や団体が単独で行うよ

り、効果をあげることができ

ましたか 

◎ 

会員の人脈による他団体との協働（琴の演奏や交通整理）を

行うことができた。 

継続性 

自立性 

・事業を継続するための計画、

工夫、協力体制ができていま

すか 

◎ 

全体での事業のふり返り、役員会での計画づくり、会員によ

る当番制でのホタル育成など、適切な役割分担と全会員の協

力体制により、事業を継続している。 

・自己資金の確保に努めてい

ますか 
◎ 

会費以外にも、ふるさと広場維持管理委託料を受け、自己資

金の確保に努めている。 

事業効果 

有効性 

・費用対効果を考え、経費削

減などの工夫をしましたか 
◎ 

通常ゴミになるペットボトルの空き容器を利用してホタルの

おみやげ用容器を作成するなど、経費を無駄にしない工夫を

実施した。 

・当初の目標、目的どおりの

成果が得られましたか 
◎ 

 

参加者の方にホタルを楽しんでもらい、話題・思い出を提供

することができた。 

自己評価：◎よくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×全然できなかった ―わからない 又は該当しない 


